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・  

表紙及び裏表紙で使用している写真は、『藤沢のキュンとする「道」20 選※』に選

出されたものです。 

※8 月 10 日の「道の日」にちなみ、平成 30 年度、インスタグラムなどにより藤

沢市内の「道」の写真を募集したところ、610 点の応募がありました。 

藤沢のキュンとする「道」には本白書で対象としている道路ストックに該当しな

いものも含まれています（例:国道、県道、道路法に基づく道路でないもの）。 
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第１章 はじめに 

1 

 我が国の道路ストックは、第二次世界大戦後の経済発展や生活の質的向上に

大きな役割を果たしてきました。本市においても、これまで土地区画整理事業

や街路・道路事業等を中心に予算や職員を集中投資してきており、また、国・

県事業や民間開発等の投資も進められた結果、43 万人都市を支える道路ストッ

クを形成してきました。 

2012 年（平成 24 年）には、中央自動車道笹子トンネルの天井板落下により、

尊い命が失われた大事故が発生し、都市基盤の老朽化が社会問題となりました。

この事故を教訓として国土交通省は、2013 年（平成 25 年）を「社会資本メンテ

ナンス元年」とし、道路ストックなどの維持、修繕に関する考え方が大きく転

換されました。 

道路ストックは人々の生活や社会・経済活動を支える重要な都市基盤です。

近年、すべての都市基盤の老朽化が社会問題として大きくクローズアップされ

ており、道路ストックについても管理を適切に行っていくことは大変重要とな

ります。 

本市においても、橋りょうやトンネルといった大規模構造物のみならず、道

路舗装や道路照明灯などあらゆる施設で老朽化が進んでおり、限られた予算で

効果的・効率的に道路ストックの管理を進めていくためには、道路ストックを

マネジメントしていく視点が重要になってきています。 

このような状況の中、今ある道路ストックの状況を把握し、計画的な管理の

あり方を検討していくための基礎資料として、また、道路ストックの「現状」

や「管理に関する取組」などを広く知っていただくために『藤沢市道路ストッ

ク白書』を作成しました。 

今後は本白書を基に、少子超高齢社会や今後の人口減少といった社会状況の

変化等もふまえながら、道路ストックを適切に管理していくための総合的な計

画となる『（仮称）藤沢市道路ストックマネジメント計画』の策定を進めていき

ます。 

 

  

1 背景及び目的 

第１章 はじめに 



藤沢市道路ストック白書                                     

2 
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2013 年（平成 25 年）11 月に国（インフラ老朽化対策の推進に関する関係省

庁連絡会議）は『インフラ長寿命化基本計画』を策定し、2014 年（平成 26 年）

4月には総務省から各地方公共団体に対して、本計画を参考とした「公共施設等

総合管理計画」の策定が要請されました。 

本市でも、こうした国の動きなどをふまえ、2015 年(平成 27 年)3 月に『藤沢

市公共施設等総合管理計画』を策定しました。これに加え、2018 年（平成 30 年）

3 月に部分改定した『藤沢市都市マスタープラン』では、「公共施設等の適切な

維持管理と更新」に関する方針を初めて示すこととなりました。 

 これらを基に、道路ストックマネジメント関連計画の中で、今後の維持、修

繕等の方向性を示していきます。道路ストックマネジメント関連計画について

は「藤沢市道路ストック白書」、「（仮称）藤沢市道路ストックマネジメント計画」

及び「個別計画」の 3部構成とします（図 1.1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 道路ストックマネジメント関連計画の位置づけ 

 

  

インフラ長寿命化基本計画

2013年(平成25年)11月策定

藤沢市道路ストック白書

（現状・今後の方向性）

（仮称）藤沢市道路ストックマネジメント計画

（今後の維持・修繕方針等）

藤沢市都市マスタープラン

2018年(平成30年)3月部分改定

道路ストックマネジメント関連計画

個 別 計 画

藤沢市公共施設等
総合管理計画

2015年(平成27年)3月策定

■策定済 道路舗装 トンネル 橋りょう
(横断歩道橋含)

■策定予定 地下道
(大型カルバート含)

大型道路標識 街路樹
等

2 位置づけ 
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本白書で使用する主要な用語を次のとおり定義します。 

 

道路ストック 

・道路法第 2条第 1 項に基づく道路で本市が管理を行うもの。 

・トンネル、橋りょう、道路用エレベーター等道路と一体となっ

て、その効用を全うする施設又は工作物及び道路の附属物で本

市が管理を行うもの（道路法による管理ではない場合も含

む。）。 

管  理 
・本来の機能を発揮させるために施設の維持、修繕、更新等を行

うこと。 

維  持 
・施設の構造をそのままの状態で保持すること（清掃、除草、砂

利の補充等）。 

修  繕 
・施設を新築又は改築したときの構造が損傷したときに、これを

原状程度に復旧すること。 

長寿命化 
・本市の個別長寿命化修繕計画に基づく計画的な修繕を行うこと

で施設の寿命を伸ばすこと。 

更  新 
・老朽化等に伴い、機能が低下した施設を取り替え、同程度の施

設を再整備すること（例：カーブミラーの撤去及び新設）。 

耐 震 化 

・大規模な地震が発生した際に施設の落下や崩壊を防ぐため、新

たな鋼材を設置することなどにより、耐震性能を向上させるこ

と。 

予防保全型 
・施設の損傷が軽微な段階で計画的に修繕を実施し、常に一定の

健全度を保つ管理手法のこと。 

事後保全型 
・施設の損傷が一定程度を超えた段階で対処療法的に修繕を実施

する管理手法のこと。 

主要道路 

・1、2級道路（主に都市計画決定している幹線道路や一般国道・

県道等を連絡する道路等）で本市が管理を行うもの（舗装済み

の道路）。 

生活道路 
・主要道路以外の道路で本市が管理を行うもの（舗装済みの道

路）。 

 

  

3 定義 
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第 2 章 藤沢市勢 

 

1 

本市は、東京都心部から 50km 圏域、神奈川県の中央南部に位置し、周囲は 6

市 1 町（横浜市、鎌倉市、茅ヶ崎市、大和市、綾瀬市、海老名市、寒川町）に

隣接した都市です（図 2.1）。 

交通の利便性等を背景に、住宅都市、商・工業都市、農水産業都市の性格を

有しています。商業では大型ショッピングモールの立地、工業では研究開発型

施設の立地、農業では地産地消につながる都市型農業等が特徴に挙げられます。 

また、年間観光客数（2017 年（平成 29 年））は 1,600 万人を超える観光都市

であるほか、4 大学を有する学園都市としての性格も加わり、バランスのとれた

都市として発展を続けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：藤沢市交通マスタープラン（2014 年（平成 26年）3月））   

 

図 2.1 藤沢市位置図  

1 概要 

第 2 章 藤沢市勢 
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（1）人口の推移 

1940 年（昭和 15 年）に藤沢市制が施行されてから 80 年近くが経過します

が、本市では一貫して人口が増加しています（図 2.2）。 

市制施行時には約 3 万 7 千人の人口規模であったものが、2018 年（平成 30

年）には 43 万人を超え、約 12 倍に増加しています。 

本市が本格的な都市づくりに着手した 1960 年代からバブル景気前の 1985

年（昭和 60 年）にかけて約 20 万人が増加しており、バブル崩壊後の 1990 年

代から 2018 年（平成 30 年）にかけては、人口増加の傾向が弱まるものの、

約 8万人が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：藤沢市統計年報）   

【2018 年（平成 30年）は 10月 1日時点の推計値】   

 

図 2.2 本市の人口推移 
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（2）将来人口推計 

  「平成 29 年度藤沢市将来人口推計」では、2030 年（平成 42 年）に本市の

人口はピーク（約 44 万 4 千人）を迎え、その後ゆるやかに減少に転じると推

計しています（図 2.3）。 

また、人口ピーク時の 65 歳以上の人口は約 27.9％、0～14 歳の人口は約

11.0％と推計しています。人口のピークを過ぎた後も少子化傾向が続くとと

もに、高齢人口の増加が進むことが予測されています。 

  本市の人口は、しばらく増加傾向が見込まれるものの、長期的には人口減

少という全国的な潮流は避けることができない状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：平成 29 年度藤沢市将来人口推計）  

 

図 2.3 本市の将来人口推計 
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（1）市道の概況 

 ①市道の延長 

   本市が管理している道路は、大きく「１級道路」、「２級道路」、「歩行者

専用道路」、「自転車歩行者専用道路」、「一般道路」に分けられます。 

   市道の総延長は約 1,320km となっています。 

 

認定総延長（実延長）    8,683 路線  約 1,319.7 km 
 

１級道路           51 路線  約    78.9 km 

２級道路           48 路線  約    49.5 km 

歩行者専用道路       179 路線  約     9.8 km 

自転車歩行者専用道路     81 路線  約     8.4 km 

一般道路         8,324 路線  約 1,173.0 km 
 

2018 年（平成 30 年）4月 1日時点    

【四捨五入をしているため、延長の合計があわない場合があります。】  

 

 ②市道の道路舗装率 

   道路舗装済みの市道の総延長は約1,172kmあり、道路の舗装率は約88.8％

となっています。 

 

市道の道路舗装率        約 88.8％ 
 

2018 年（平成 30 年）4月 1日時点    

 

 

 ■参考 
 
   市内の国道・県道の延長及び道路舗装率は次のとおりになっています。 

   国 道   24.666 km（100.0％） 

   県 道   59.881 km（ 99.9％） 

（資料：藤沢市統計年報（2017 年版））  

  

3 道路 
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（2）市道延長の推移 

  市道は土地区画整理事業や街路・道路事業、民間開発により、新たな道路

整備が進み、現在も市道の延長が増えています（図 2.4）。昭和 48 年度に約

1,015km であったものが、平成 30 年度には約 1,320km となり、45 年ほどの間

に約 300km 延長が増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：藤沢市統計年報）       

【延長には未舗装道路を含んでいます。】       

図 2.4 市道延長の推移（2018 年（平成 30 年）4月 1日時点） 

 

（3）都市計画道路の整備状況 

本市の都市計画道路は、1957 年（昭和 32 年）、『藤沢綜合都市計画』に基づ

き都市計画決定された道路をベースに、現在の都市計画道路網を形成してい

ます。北部地域を中心に土地区画整理事業や街路・道路事業等によって、着

実に都市計画道路の整備を進めてきましたが、南部地域は、人口流入と開発

圧力による土地価格の高騰や土地の細分化等の影響により、未着手路線が多

く残っています。 

都市計画道路の改良（整備）済及び概成済をあわせた延長は約 132.5km で

あり、その割合としては約 82％となっています。神奈川県内における都市計

画道路の整備割合の平均約 72％に比べ、高くなっています（表 2.1）。 
 

表 2.1 都市計画道路の整備状況 

 

 

 

（資料：平成 28 年都市計画現況調査(国土交通省)）  

【都市計画道路の延長は本市のほか、国や神奈川県が事業主体の路線も含んでいます。】 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

（km）

計画延長 改良(整備)済延長 概成済延長 未整備延長

約 162.19 km 約 123.67 km 約 8.78 km 約 29.74 km
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（4）狭あい道路の整備延長の推移 

  狭あい道路を解消し、生活道路の機能向上を図るため、本市では建築基準

法第 42条第 2項の規定により特定行政庁（藤沢市）が指定した道等について、

後退地及び角切地の権原を取得し、必要に応じ工作物等を移設補償しながら

道路舗装等の整備を行っています。これにより、狭あい道路の解消が進み、

生活道路の機能向上につながっています（図 2.5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：主要な施策の成果に関する説明書）        

図 2.5 狭あい道路の整備延長の推移（2018 年（平成 30 年）4月 1日時点） 

 

（5）将来的な交通の見通し 

本市における代表交通手段別構成割合の推移を見ると、2030年（平成42年）

は 2008 年（平成 20 年）に比べて、鉄道、自転車が 1％程度減少し、徒歩も 4％

程度減少する一方で、自動車が 6％増加する見通しとなっています（図 2.6）。 

このように、今後も道路を利用した交通手段は高い割合を継続していくこ

とが想定されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：藤沢市交通マスタープラン） 

図 2.6 将来の代表交通手段別構成の見通し    
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（1）財政状況と土木費の推移 

本市の財政状況（一般会計）を見ると、平成 25 年度までは年間 1,200 億円

程度で推移していましたが、平成 26 年度からは 1,300 億～1,400 億円程度と

なっています（図 2.7）。平成 29 年度については、市役所本庁舎整備事業等の

大規模事業があったため、大きく伸びていますが、平成 30 年度には市役所本

庁舎整備事業が終了したことから平成 28 年度の水準に戻っています。 

本市全体の一般会計のうち、都市基盤整備に関連する「土木費」を見ると、

平成 20 年度の約 233 億円からリーマンショックの影響や扶助費の増加などに

より減少を続けていましたが、平成 26 年度からは年間 160 億～170 億円程度

で微増となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：藤沢市決算・予算資料）   

【平成 29年度までは決算額、平成 30 年度は予算額】   

 

図 2.7 一般会計全体（歳出）と土木費の推移 
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（2）道路ストック維持関連費の推移 

道路ストックの維持、修繕等に関する費用（以下、「道路ストック維持関連

費」といいます。）としては、土木費の主に「道路維持費」、「橋りょう維持費」

により、道路ストックの管理を行っています※。 

道路ストック維持関連費は、年度によってバラつきがあるものの平成 28 年

度までは 15 億円程度となっていました（図 2.8）。平成 29 年度からは、街路

樹管理費が公園部局より移管されたことや国庫補助金等を活用した長寿命化

関連事業が増えたことなどに伴い増加しています。土木費に占める道路スト

ック維持関連費の割合を見ると平成 20 年度には約 5.6％であったものが、道

路ストックの老朽化に対応していくため、平成 30 年度には約 14.9％と増加傾

向にあります。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：藤沢市決算・予算資料）   

【平成 29年度までは決算額、平成 30 年度は予算額】   
 

図 2.8 道路ストック維持関連費の推移 

 

※道路ストック維持関連費以外でも、一部予算で維持、修繕等を行っています

が、本項目では、予算規模の大枠をとらえるため、「道路維持費」及び「橋

りょう維持費」を対象としています。なお、この道路ストック維持関連費の

中には本市職員の人件費は含んでいません。  
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第 3 章 道路ストックの現状 

 

1 

（1）道路ストックの種類 

  本市が管理を行っている主要な道路ストックとしては、次のものがありま

す（表 3.1）。 
 

表 3.1 主要な道路ストック一覧（2018 年（平成 30 年）4月 1日時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：各施設管理台帳、藤沢市道路 GIS 等） 

道路舗装

約 128  km

約 1,044  km

道路施設

トンネル 4  本

橋りょう（横断歩道橋含） 255  橋

地下道（大型カルバート含） 12  箇所

道路保護擁壁・のり面 約 360  箇所

エスカレーター 18  基

エレベーター 15  基

道路附属施設

ガードレール等 約 79  km

道路照明灯 約 4,400  基

カーブミラー 約 6,000  基

大型道路標識 約 40  基

小型道路標識 約 470  基

【 区画線 】 約 650  km

【道路標示】 約 3,900  箇所

【 中高木 】 約 15,250  本

【 低　木 】 約 141,500  ㎡

駅関連施設

ペデストリアンデッキ、自由通路、

駅地下公共施設

主要道路

生活道路

施設数

5

施設名称

 箇所

環境施設

街路樹

大規模構造物

その他構造物

交通安全施設

交通管理施設

路面標示

1 道路ストック 

第 3 章 道路ストックの現状 
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（2）道路ストックの構成割合 

  本市が管理する道路ストックを再整備した場合の費用（撤去費を含みます。）

の試算を基に、各施設の構成割合を見ると次のとおりになります（表 3.2、図

3.1、表 3.3）。 

  円グラフを見ると、「道路舗装」が全体の約 55％と過半以上の割合を占めて

おり、次いで「橋りょう」が約 16％、「駅関連施設」が約 12％、「トンネル」

「その他構造物」が約 5％と続いています。 

 

表 3.2 施設ごとの再整備費の試算結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 道路ストックの構成割合  

【小数点以下第一位を四捨五入しています。】 

再整備費 再整備費

道路舗装 1,925 道路附属施設 157

交通安全施設 98

道路施設 989

大規模構造物 827 交通管理施設 14

トンネル 164

橋りょう（横断歩道橋含） 548 環境施設 45

地下道（大型カルバート含） 116 街路樹

その他構造物 162 駅関連施設 411

3,481

【四捨五入をしているため、費用の合計があわない場合があります。】

合計

施設名称施設名称

ガードレール等、道路照明灯、カーブミラー

大型道路標識、小型道路標識、路面標示

道路保護擁壁・のり面、エスカレーター、エレベーター ペデストリアンデッキ、自由通路、駅地下公共施設

主要道路、生活道路

（単位：約／億円）
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表 3.3 道路ストックの再整備費の算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

再整備費については、既往資料や近年の実績などをふまえ、簡易的に算

出したもので、撤去費を含んでいますが、用地費は含んでいません。実際

の工事は、現場条件や仕様により工事費が大きく異なるため、再整備費と

実際の工事費とは異なります。 

算出方法

道路舗装

道路施設

大規模構造物

トンネル
「藤沢市道路整備プログラム」における1ｍ当たりの「幅員別概算

工事費（地下式）」を参考

地下道(大型カルバート含)
「藤沢市道路整備プログラム」による1ｍ当たりの「幅員別概算工

事費（地下式）」を参考

その他構造物

道路保護擁壁・のり面

エスカレーター

エレベーター

道路附属施設

交通安全施設

ガードレール等

道路照明灯

カーブミラー

交通管理施設

大型道路標識

小型道路標識

路面標示

環境施設

街路樹 工事積算による1施設当たりの標準的な単価に数量を乗じた値

駅関連施設

他市の類似事例を参考とした各施設の単価に数量を乗じた値

撤去費 算出した各施設の整備費に1/2を乗じた値

ペデストリアンデッキ、自由通路、駅地下公共施設

施設名称

「藤沢市の橋りょう管理計画（第二期 橋りょう長寿命化修繕計

画）」によるライフサイクルコスト（LCC）シミュレーションによ

り、事後保全型にした場合の今後50年間の事業費

工事積算による1施設当たりの標準的な単価に数量を乗じた値

工事積算による1施設当たりの標準的な単価に数量を乗じた値

工事積算による1施設当たりの標準的な単価に数量を乗じた値

主要道路 「藤沢市道路整備プログラム」における1ｍ当たりの「幅員別概算

工事費（地上式）」を参考

（幅員別の延長については、「道路台帳」による）生活道路

橋りょう(横断歩道橋含)
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（3）道路ストックの 13 地区別比較 

  道路ストックを 13 地区別に比較すると、道路舗装や橋りょう、カーブミラ

ー、街路樹で地区ごとに特徴的な傾向が見られます。なお、13 地区別の道路

ストックの割合は原則、道路 GIS 上で「13 地区」と「各施設」のレイヤーを

重ね合わせることで地区別の数量を算出しています。 
 

①道路舗装 

主要道路は、「御所見」「六会」「善行」地区の割合が高い状況となっていま

す（図 3.2）。生活道路は、「御所見」「六会」「鵠沼」地区の割合が高いものの、

各地区ともに、比較的均等に配置されている状況となっています（図 3.3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2 主要道路             図 3.3 生活道路 

（割合の算出方法：13地区別の道路舗装延長÷全体舗装延長） 
 

②橋りょう 

「御所見」「長後」地区は水路に架かる小規模な橋りょうが多いため、割合

が高い状況となっています（図 3.4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4 橋りょう 

（割合の算出方法：13地区別の橋りょう数÷全体橋りょう数） 
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 ③カーブミラー 

「湘南台」「湘南大庭」地区等の土地区画整理事業を広範囲で実施している

地区は割合が低い傾向が見られる一方で、道路幅員の狭い箇所が多い「鵠沼」

地区は割合が高い状況となっています（図 3.5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.5 カーブミラー 

（割合の算出方法：13地区別のカーブミラー数÷全体カーブミラー数） 
 

 ④街路樹 

中高木は「湘南大庭」地区が全体の 1/3 以上の割合を占めており、次いで

「湘南台」「遠藤」地区と続いています（図 3.6）。「湘南大庭」地区が多くを

占める要因としては、土地区画整理事業による計画的なまちづくりによって

街路樹植栽が可能な道路や歩行者専用道路が多いことが挙げられます。「湘南

大庭」「遠藤」「六会」地区等では中高木の割合よりも低木の割合が高くなっ

ており、要因として連続した植栽帯が多いことが挙げられます（図 3.7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.6 中高木              図 3.7 低木  

（割合の算出方法：13地区別の中高木数÷全体中高木数   

13 地区別の低木面積÷全体低木面積） 
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■参考 

表 3.4 13 地区別面積 

 

 

 

 

 

（資料：都市計画課資料）    
 

表 3.5 13 地区別人口 

 

 

 

 

 

（資料：「藤沢市の 13 地区別人口と世帯 2018.10.1」藤沢市 HP）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

図 3.8 13 地区別面積構成割合 

図 3.9 13 地区別人口構成割合 

（資料：藤沢市道路 GIS） 

図 3.10 13 地区区分 

地区名 人口(人) 地区名 人口(人) 地区名 人口(人)

片　瀬 20,157 明　治 29,558 遠　藤 11,607

鵠　沼 56,867 善　行 41,903 長　後 33,334

辻　堂 43,211 湘南大庭 31,731 御所見 17,897

村　岡 30,817 六　会 36,394 合　計 431,286

藤　沢 45,349 湘南台 32,461 平　均 33,176

地区名 面積(k㎡) 地区名 面積(k㎡) 地区名 面積(k㎡)

片　瀬 3.055 明　治 3.044 遠　藤 4.976

鵠　沼 5.610 善　行 6.089 長　後 5.406

辻　堂 4.377 湘南大庭 5.007 御所見 11.730

村　岡 4.058 六　会 7.190 合　計 69.56

藤　沢 4.746 湘南台 4.272 平　均 5.351
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2 

 道路ストックの維持、修繕等に要する年間管理費用は、平成 27 年度から平成

29 年度の決算額の平均値（本市職員の人件費を含みます。）（以下、「年間管理費

用」といいます。）として約 24 億円で、施設別の年間管理費用の構成割合は表

3.6、図 3.11 のとおりになっています。 

「道路舗装」が全体の約 46％と半分近くを占め、次いで「橋りょう」の約 15％、

「街路樹」の約 11％、「道路照明灯」の約 7％、「駅関連施設」の約 6％と続いて

います。 

また、道路ストックにおける市民 1人当たりの年間管理費用としては約 5,670

円になります。 
 

表 3.6 施設別の年間管理費用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：藤沢市決算資料等） 

図 3.11 施設別の年間管理費用の構成割合  

【小数点以下第一位を四捨五入しています。】 

施設名称 年間管理費用 市民１人当たり 施設名称 年間管理費用 市民１人当たり

道路舗装  11億1,400万 2,600 道路照明灯 1億6,300万 380

トンネル 3,800万 90 カーブミラー 5,000万 120

橋りょう 3億6,900万 860 大型道路標識 700万 20

地下道 2,400万 60 小型道路標識 300万 10

道路保護擁壁・のり面 3,000万 70 路面標示 6,300万 150

エスカレーター 7,200万 170 街路樹 2億6,500万 610

エレベーター 4,200万 100 駅関連施設 1億5,000万 350

ガードレール等 3,100万 70 合　計  24億2,000万 5,670

【四捨五入をしているため、費用の合計があわない場合があります。】 （単位：約／円）

2 道路ストック別の現状 
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 次ページ以降、施設別に「概要」「現況」「施設数」「平均設置経過年数」「管

理状況」「主な施設」「主な老朽化等の状況」を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※共通事項（１）～（15） 

・「概要」では当該施設が果たす役割を示しています。 

・「現況」では当該施設の管理状況や管理に関する課題等を示しています。 

・「平均設置経過年数」は設置年が不明なものは除外して算出しています。 

・「年間管理費用」では現状の施設の管理費用として、平成 27 年度から平成 29

年度の決算額における平均値を用いています。 

・「年間管理費用」に計上している施設の維持、修繕等に関する「本市職員の人

件費」については、公表している平均給料額を用いています。 

・「年間管理費用」のうち、道路等パトロール事業費や消耗品費などの施設別に

明確な分類ができない費用については各施設で均等割り（1/15）を行うほか、

他の科目においても分類が難しいものは、施設数に応じて按分を行い、算出し

ています。 

・「年間管理費用」のうち、平成 27 年度及び平成 28 年度の街路樹管理費用につ

いては公園課の決算額を用いて算出しています（業務移管後の平成 29 年度は

道路維持課の決算額を用いています。）。 

・「年間管理費用」は有効数字 2桁（1億円以上は 3桁、100 円未満は 1桁）とな

るよう、四捨五入をしています。 

・「市民 1人当たり」を算出するための人口は 431,286 人（2018 年（平成 30 年）

10 月 1 日時点）を用いています。 

・本白書で示す「年間管理費用」はあくまで現状の管理費用を用いたものであり、

必ずしも理想的な管理費用ではありません。 
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施 設 数
約1,172km

(主要道路：約  128km)
(生活道路：約1,044km)

平均設置
経過年数

ー

概　　要

現　　況

　道路舗装のほか、関連する道路側溝や歩車道境界ブロックを含
め、膨大な数の施設を管理しています。また、老朽化した施設の
増加等に伴い、施設修繕等に多額の費用を要しています。
　近年は、道路舗装修繕計画に基づき、計画的な修繕を進めてい
ますが、本計画の修繕サイクルを継続していく必要があります。

　市民生活の最も基本な都市基盤である道路において、道路舗装
の果たす役割は、雨天時のぬかるみや乾燥時の砂ぼこりの防止に
よる快適性の確保、路面の平坦性及び安全性の向上などが挙げら
れます。

配　置　図

・配置図は主要道路を対象としています。
・年間管理費用には、側溝や縁石等の管理費も含んでいます。
・生活道路における道路舗装の特徴として、藤沢バイパスを境に
北側の関東ローム層と南側の砂層とで標準舗装構成が異なること
が挙げられます。

備　　考

約95万円／km

約2,600円／人

1施設当たり

市民1人当たり

管
理
状
況

内容
・維持（道路パトロール、清掃、草刈り）・修繕
・その他（路面下空洞調査、路面性状調査、FWD調査）　等

年
間
管
理
費
用

約11億1,400万円

合　　計

（1）道路舗装 
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石川下土棚線 藤沢駅北口通り線

ひび割れ 舗装はがれ

わだち掘れ 陥没

主　な　施　設

主な老朽化等の状況

　道路舗装の老朽化の初期症状として、ひび割れが発生し、舗装はがれと進行
した後、表層部が破損していきます。特に他の企業者が自費施工した道路舗装
の継ぎ目から破損するケースが多く見られます。また、その他にわだち掘れや
路面下に空洞が発生することで陥没を引き起こすこともあります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


